
平成30年�

PUBLIC RELATIONS KAM IKOANI

主な内容�

４～５Ｐ�

１１Ｐ�

１６Ｐ�

職員給与等公表�

奨学金のお知らせ�

臨時職員募集について�

No.709

ミニかまくらづくりミニかまくらづくり�ミニかまくらづくり�
　２月３日、生涯学習センター周辺でミニかまくらづくり
が行われ、約２００個が作られました。�
　夜になりロウソクに火が付けられると、周辺が温かい灯
によって幻想的な雰囲気となりました。�
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１
月
２
日
、
中
五
反
沢
の
山
田
タ
カ
さ

ん
が
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
。�

　
自
宅
で
行
わ
れ
た
誕
生
会
で
、
親
族
や

知
人
ら
か
ら
花
束
が
渡
さ
れ
た
ほ
か
、
小

林
村
長
か
ら
長
寿
祝
金
と
表
彰
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。�

　
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
さ
れ
、
元
気

に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。�

�

������������������

　
１
月
21
日
、
杉
花
集
落
の
八
幡
神
社
で
、

文
化
財
防
火
デ
ー
に
ち
な
ん
だ
消
防
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
文
化
財
防
火
デ
ー
は
、
文
化
財
を
火
災
、

震
災
そ
の
他
の
災
害
か
ら
守
る
た
め
、
国

民
一
般
の
文
化
財
愛
護
に
関
す
る
意
識
の

高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
・�

　
昭
和
24
年
１
月
26
日
に
法
隆
寺
金
堂
の

壁
画
が
焼
損
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
定

め
ら
れ
、
こ
の
日
を
中
心
と
し
て
全
国
的

に
文
化
財
防
火
運
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
訓
練
で
は
、
地
域
住
民
と
村
消
防
団
員
、

北
秋
田
市
消
防
署
上
小
阿
仁
分
署
職
員
が

参
加
し
、
八
幡
神
社
を
火
元
に
見
立
て
て

通
報
・
初
期
消
火
・
火
災
防
御
な
ど
火
災

発
生
時
に
お
け
る
一
連
の
行
動
を
行
い
ま

し
た
。�

　
冬
期
間
は
１
年
の
内
で
最
も
火
災
が
発

生
し
や
す
い
時
期
で
す
。
火
の
取
扱
い
に

は
充
分
注
意
し
て
火
災
ゼ
ロ
の
村
づ
く
り

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
　�

　
１
月
11
日
、
上
小
阿
仁
村
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
杉
風
荘
で
毎
月
行
わ
れ
て
い
る

誕
生
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。�

　
誕
生
会
で
は
、
１
月
に
誕
生
日
を
迎
え

ら
れ
た
12
名
に
花
束
と
家
族
か
ら
の
お
手

紙
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
新
年
の
始
め

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
村
の
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
の
こ
あ
ぴ
ょ
ん
が
お
祝
い
に
駆
け
付
け
、

会
場
に
い
る
入
居
者
全
員
に
お
菓
子
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
可
愛
ら
し
い
こ
あ

ぴ
ょ
ん
と
触
れ
合
っ
て
み
な
さ
ん
笑
顔
に

な
り
ま
し
た
。�

住民による初期消火対応�

消防団による放水�

100歳を迎えた山田タカさん�

プレゼントを配る�
こあぴょん�

入居者と触れ合う�
こあぴょん�
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１
月
６
日
、
北
秋
田
市
阿
仁
ふ
る
さ
と

文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
北
秋
田
地
区
交
通
指

導
隊
連
合
会
と
、
北
秋
田
地
区
防
犯
指
導

隊
連
合
会
の
安
全
祈
願
祭
と
査
閲
式
が
そ

れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
神
事
で
は
、
隊
長
は
じ
め
、
関
係
者
が

玉
串
奉
て
ん
を
行
い
地
域
の
安
全
と
無
事

故
を
祈
願
し
ま
し
た
。�

　
査
閲
式
で
は
、
鈴
木
副
村
長
、
津
谷
北

秋
田
市
長
、
須
藤
北
秋
田
警
察
署
長
が
査

閲
官
を
務
め
、
参
加
し
た
両
隊
員
を
激
励

し
ま
し
た
。�

　
そ
れ
に
対
し
、
交
通
指
導
隊
は
「
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
子
ど
も
や

高
齢
者
の
事
故
防
止
、
飲
酒
運
転
の
根
絶

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
」
、
防
犯
指
導
隊

は
「
ま
す
ま
す
明
る
い
地
域
を
目
指
し
、

警
察
や
行
政
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
よ

り
一
層
防
犯
活
動
に
専
念
し
ま
す
」
と
決

意
表
明
し
ま
し
た
。�

　
隊
員
は
指
揮
官
の
合
図
で
一
斉
に
敬
礼

や
規
律
の
と
れ
た
行
動
を
行
い
、
北
秋
田

地
区
、
上
小
阿
仁
地
区
が
一
丸
と
な
り
、

活
動
の
更
な
る
展
開
に
誓
い
を
新
た
に
し

ま
し
た
。�

�

�����

　
平
成
30
年
度
の
交
通
災
害
共
済
と
不
慮

の
災
害
共
済
へ
の
加
入
の
ご
案
内
で
す
。

加
入
申
込
書
は
、
各
集
落
の
「
交
通
安
全

母
の
会
」
代
議
員
の
皆
さ
ん
に
、
全
戸
へ

配
布
・
回
収
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。�

�

■
災
害
共
済
と
は�

・
交
通
災
害�

　
加
入
者
が
交
通
事
故
（
運
転
・
同
乗
・

歩
行
中
等
問
わ
ず
）
に
よ
り
、
入
院
・

通
院
し
た
日
数
に
基
づ
い
て
共
済
金
が

支
払
わ
れ
ま
す
。�

・
不
慮
の
災
害�

　
加
入
者
が
不
慮
の
事
故
（
作
業
中
の

事
故
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
中
の
事
故
等
）
に
よ
り
、
入
院
し
た

日
数
に
基
づ
い
て
共
済
金
が
支
払
わ
れ

ま
す
。�

�

■
加
入
資
格�

　
上
小
阿
仁
村
に
住
ん
で
お
り
、
住
民

基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方�

�

■
共
済
期
間�

　
平
成
30
年
４
月
１
日
　
〜�

　
　
　
　
　
　
平
成
31
年
３
月
31
日�

※
年
度
途
中
で
加
入
し
た
場
合
は
、�

　
加
入
し
た
日
の
翌
日
　
〜�

　
　
　
　
　
　
平
成
31
年
３
月
31
日�

■
共
済
掛
金
（
年
額
）�

　
　
交

通

災

害
‥
１
人
　
３
０
０
円�

　
　
不
慮
の
災
害
‥
１
人
　
７
０
０
円�

�

■
災
害
共
済
金�

���������������������

　
詳
し
く
は
加
入
申
込
書
と
一
緒
に
配
布

さ
れ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

　
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場

総
務
課
企
画
班
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。�

�

●
問
い
合
わ
せ
先�

　
総
務
課
　
企
画
班
　
1（
77
）２
２
２
１�

地
域
の
安
全
、
安
心
を
誓
う

地
域
の
安
全
、
安
心
を
誓
う�

交
通
交
通
・
防
犯
指
導
隊

防
犯
指
導
隊 

査
閲
式

査
閲
式�

地
域
の
安
全
、
安
心
を
誓
う

地
域
の
安
全
、
安
心
を
誓
う�

交
通
交
通
・
防
犯
指
導
隊

防
犯
指
導
隊 

査
閲
式

査
閲
式�

地
域
の
安
全
、
安
心
を
誓
う�

交
通
・
防
犯
指
導
隊 

査
閲
式�

不慮の災害共済�

600,000円�

600,000円�

～　　�

300,000円�

1,100円�

対象外�

平
成
平
成
30
年
度
年
度�

交
通
災
害
・
不
慮
の

交
通
災
害
・
不
慮
の�

災
害
共
済
の
加
入
に
つ
い
て

災
害
共
済
の
加
入
に
つ
い
て�

平
成
30
年
度�

交
通
災
害
・
不
慮
の�

災
害
共
済
の
加
入
に
つ
い
て�

交通災害共済�

1,000,000円�

1,000,000円�

～　　�

500,000円�

2,000円�

800円�

区　分�

死　亡�

後遺障害の　�
程度に応じて�

入院１日�

通院１日�

傷
　
害�

防犯指導隊�

交通指導隊�
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※職務の級などにより５％～15％の加算があります。�

８．職員手当の状況�

区　　　分�

期　末　手　当�

勤　勉　手　当�

６月期�

1.175月分�

0.775月分�

12月期�

1.325月分�

0.825月分�

計�

2.500月分�

1.600月分�

　①　期末手当、勤勉手当の支給割合�

※給料（報酬）は月額です。�

※職員数は一般職に属する職員数であり、臨時職員は含みません。�

９．特別職の給料等の状況�

区　　　分�

村　　　　　長�

副　　村　　長�

教　　育　　長�

29年４月１日�

649,000円�

544,000円�

500,000円�

期末手当� 区　　　分�

議　　　　　長�

副　　議　　長�

29年４月１日�

252,000円�

225,000円�

議　　　　　員� 214,000円�

期末手当�

６月期　1.525月分�

12月期　1.525月分�

計　3.05月分�

６月期　1.525月分�

12月期　1.525月分�

計　3.05月分�

10．職員数の状況�

区　　　　分�

普通会計の計�

総 合 計�

部　　　　門�

職員数�

29年度�

1人�

26人�

2人�

8人�

3人�

9人�

�

3人�

52人�

3人�

55人�

7人�

2人�

5人�

14人�

69人�

�

＋14人�

�

�

�

�

�

＋1人�

＋15人�

�

＋15人�

�

�

△18人�

△18人�

△3人�

28年度�

1人�

12人�

2人�

8人�

3人�

9人�

�

2人�

37人�

3人�

40人�

7人�

2人�

23人�

32人�

72人�

議　　会�

総務企画�

税　　務�

民　　生�

衛　　生�

農　　林�

商　　工�

土　　木�

小　計�

教　　育�

�

病　　院�

下水道�

その他�

小　計�

一般行政部門�

特 別 行 政�

公営企業等�

※退職手当は、退職時の給与月額に退職理由・勤続年数による支給割合を乗じて算出されます。�

区　　　分�

自　己　都　合　退　職�

勧奨・定年による退職�

最高限度�

49.59月分�

49.59月分�

　②　退職手当�

※事業費支弁に係る職員分を除きます。�

区　　　分�

支　　給　　総　　額�

職員１人当たり支給年額�

勤続20年�

20.445月分�

25.55625月分�

25年度�

7,882,000円�

187,667円�

勤続25年�

29.145月分�

34.5825月分�

26年度�

6,163,000円�

150,317円�

勤続35年�

41.325月分�

49.59月分�

27年度�

9,637,000円�

240,925円�

13,000円�

6,500円�

5,000円加算�

27,000円�

55,000円�

10,000円�

　③　時間外勤務手当�

扶　養　手　当�

住　居　手　当�

通　勤　手　当�

配偶者�

扶養１人につき�

配偶者以外� 15歳になった日後最初の４月１日から22歳になった日後�
最初の３月31日までの子�

借家の場合の支給限度額�

交通機関利用の場合の支給限度額�

自動車等利用の場合の支給限度額�

　④　扶養手当、住居手当、通勤手当�

　平成28年度中、勤務条件に関する措置の�

要求及び不利益処分に関する不服申立てに�

ついて当村は該当ありません。�

12．秋田県人事委員会からの公平�
　　委員会の事務委託に係る業務�
　　状況報告�

対前年度比�
増　減　数�

11．定員適正化計画の数値目標�

１）始　期　　平成28年４月１日�

　　終　期　　平成33年３月31日�

�

２）数値目標　67人�

　　進ちょく状況（各４月１日）�

　　28年度　　72人�

　　29年度　　69人（△３人）�

28年度�

8,771,000円�

230,816円�
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平成29年４月１日現在の地方公務員給与実態調査に基づく、村職員の給与実態です。�

１．ラスパイレス指数�

年　度�

指　数�

24年度�

98.6（91.1）�

25年度�

100.5（92.8）�

26年度�

92.5

27年度�

92.3

28年度�

93.8

給　　料�

給　　与　　費�

192,678千円�

職員手当�

30,193千円�

期末・勤勉手当�

72,698千円�

計　b

301,791千円�

一人当たり給与費�
b／a

5,487千円�

※国家公務員の給与を100としています。（　）書きは国家公務員の時限的な給与改定特例法による措置がないとした場合の値です。�

２．人件費の概要（平成28年度　普通会計決算歳出額に占める人件費の割合）�

人　　口�

2,423人�

割　合　b／a

14.9％�

人　件　費　b

355,855千円�

28年度普通会計歳出決算額　a

2,385,327千円�

※人口は平成29年３月31日現在の住民基本台帳人口です。�
※人件費には特別職の給与・報酬が含まれます。�

※経験年数には、採用後の勤務期間に採用前の民間企業勤務期間も換算して加算しています。個人が特定されるものについては公表を控えています。�

３．職員給与費の状況�

職　員　数　a

55人�

※平成29年度一般会計当初予算による。職員数は一般会計に属する数です。�
※職員手当には扶養・通勤・住居・時間外などの諸手当が含まれます。�
※１人当たりの給与費は年額です。�

７．一般行政職の級別職員数の状況�

級　　別�

１　　級�

２　　級�

３　　級�

４　　級�

５　　級�

６　　級�

計�

主事・技師�

主任�

係長・主査�

課長補佐・係長�

課長・局長・所長・参事・施設長・事務長�

主幹�

32.5％�

16.2％�

24.3％�

10.8％�

16.2％�

0％�

100.0％�

構成比�人　数�

平成28年度�

12人�

6人�

9人�

4人�

6人�

0人�

37人�

28.6％�

17.1％�

25.7％�

11.5％�

17.1％�

0％�

100.0％�

構成比�人　数�

平成29年度�

10人�

6人�

9人�

4人�

6人�

0人�

35人�

　代表的な職種である一般行政職に適用される料金表には、１級から６級までの区分があります。�

４．職員の平均年齢、平均給料月額及び、平均給与月額の状況�

区　　　分�

一　般　行　政　職�

技　能　労　務　職�

平　均　年　齢�

40.4歳�

55.0歳�

平均給料月額�

277,500円�

294,600円�

平均給与月額�

316,700円�

319,600円�

６．一般行政職の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況�

経験年数�

10～15年�

15～20年�

大　学　卒�

＊�

291,777円�

短　大　卒�

＊�

－�

高　校　卒�

227,628円�

245,875円�

20～25年� ＊� －� 298,498円�

５．職員の給与状況�

区　　　分�

初 　 任 　 給 �

２ 年 経 過 後 �

大学卒（上級）�

179,643円�

191,639円�

短大卒（中級）�

一般行政職�

160,086円�

171,679円�

高校卒（初級）�

147,283円�

155,751円�

高　校　卒�

技能労務職�

144,662円�

153,029円�



い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も�

生
涯
学
習�

第
30
回
上
小
阿
仁
村
長
杯�

中
学
校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル�

　
「
万
灯
火
大
会
」開
催� 　60－9000

　（こあに電話）�
　60－9000

����

　
ヒ
ュ
ッ
テ
、
リ
フ
ト
開
放
時
間
は
次
の

と
お
り
で
す
。
多
く
の
ご
利
用
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。�

�【
月
〜
金
曜
日
】�

　
　
午
後
１
時
〜
午
後
８
時
30
分�

�【
土
曜
日
】�

　
　
午
前
９
時
〜
午
後
８
時
30
分�

�

※
午
後
８
時
の
時
点
で
利
用
者
が
い
な
い

場
合
は
、
閉
場
し
ま
す
。�

�【
日
曜
・
祝
祭
日
】�

　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分�

�

・
吹
雪
な
ど
悪
天
候
の
場
合
は
、
閉
場
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

・
Ｔ
バ
ー
リ
フ
ト
な
ど
、
場
内
施
設
を
利

用
す
る
際
に
は
、
必
ず
管
理
人
の
許
可

を
得
て
か
ら
、
安
全
に
使
用
す
る
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。�

�

●
問
い
合
わ
せ
先�

　
上
ノ
岱
ヒ
ュ
ッ
テ�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1（
77
）２
７
２
２�

　
上
小
阿
仁
村
教
育
委
員
会�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1（
60
）９
０
０
０�

上
ノ
岱
ス
キ
ー
場
か
ら
の�

お
知
ら
せ�

公
民
館
講
座
募
集
！�

新
春
囲
碁
大
会
　
結
果�

6

　
３
月
21
日（
水
）春
分
の
日
、
健
康
増

進
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、

「
第
30
回
上
小
阿
仁
村
長
杯
中
学
校
女

子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
万
灯
火
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。�

　
上
小
阿
仁
中
学
校
を
含
む
８
チ
ー
ム

が
参
加
し
て
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
す
。�

　
午
前
９
時
か
ら
試
合
開
始
と
な
り
、

万
灯
火
点
火
前
の
午
後
５
時
頃
に
終
了

す
る
予
定
で
す
。
皆
さ
ん
の
応
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

���

　
新
春
恒
例
の
新
春
囲
碁
大
会
が
１
月
７

日（
日
）に
若
者
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。�

　
大
会
に
は
９
名
の
参
加
が
あ
り
、
対
局

を
楽
し
み
ま
し
た
。�

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。�

優
　
勝
　
小
林
　
悦
蔵
さ
ん（
北
秋
田
市
）�

準
優
勝
　
萩
野
　
芳
昭
さ
ん（
大

阿

瀬
）�

第
三
位
　
小
林
　
　
宏
さ
ん（
下
五
反
沢
）�

����

　
自
分
が
興
味
の
あ
る
こ
と
や
、
学
ん
で

み
た
い
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。�

　
左
記
に
公
民
館
講
座
の
簡
単
な
開
催
要

件
を
ま
と
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
参
考

に
し
て
お
申
込
く
だ
さ
い
。�

　
講
座
を
き
っ
か
け
に
し
て
サ
ー
ク
ル
作

り
や
自
主
活
動
を
す
る
な
ど
、
地
域
の
輪

を
広
げ
ま
し
ょ
う
。�

　�※
不
明
な
点
は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。�

�

①
講
座
等
の
種
類
・
特
徴�

・
原
則
と
し
て
種
類
を
問
い
ま
せ
ん
。�

・
俳
句
・
コ
ー
ラ
ス
教
室
な
ど
文
化
的
な

も
の
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
や
健
康
教
室
ま

で
何
で
も
結
構
で
す
が
、
初
心
者
向
け

に
す
る
な
ど
、
誰
で
も
参
加
し
や
す
い

講
座
等
が
望
ま
れ
ま
す
。�

�

②
講
師�

・
講
師
に
つ
い
て
は
予
算
の
都
合
上
、
対

応
で
き
る
講
座
等
に
限
り
が
あ
り
ま
す

が
、
村
内
外
を
含
め
検
討
い
た
し
ま
す
。�

・
開
催
希
望
の
講
座
等
に
つ
い
て
講
師
を

ご
存
じ
の
場
合
は
担
当
へ
ご
紹
介
く
だ

さ
い
。�

�

③
講
座
等
の
開
催
回
数�

・
開
催
回
数
は
原
則
と
し
て
年
間
３
回
ま

で
と
し
ま
す
。
継
続
し
て
開
催
し
た
い

場
合
は
、
サ
ー
ク
ル
や
自
主
活
動
と
し

て
対
応
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。�

�

④
場
所�

・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー�

・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー�

・
保
健
セ
ン
タ
ー�

・
若
者
セ
ン
タ
ー�

　
　
開
催
場
所
は
右
記
の
４
箇
所
を
想
定

し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
で
の
開
催
希

望
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
相
談
下
さ
い
。�

�

●
問
い
合
わ
せ
先�

　
上
小
阿
仁
村
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1（
60
）９
０
０
０�



い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も�

生
涯
学
習�

���

１
位
　
蜂
蜜
と
遠
雷
　
　（
恩
田
　
陸
）�

２
位
　
危
険
な
ビ
ー
ナ
ス�

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
東
野
　
圭
吾
）�

　
　
　
静
か
な
雨
　
　（
宮
下
　
奈
都
）�

４
位
　
ひ
と
め
ぼ
れ
　
　（
畠
中
　
恵
）�

　
　
　
沈
黙
法
廷
　
　（
佐
々
木
　
譲
）�

　
　
　
九
十
歳
。何
が
め
で
た
い�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
佐
藤
愛
子
）�

　
　
　
劇
場
　
　
　
　（
又
吉
　
直
樹
）�

　
　
　
し
ん
せ
か
い
　（
山
下
　
澄
人
）�

９
位
　
ｉ
ア
イ
　
　
　（
西
　
加
奈
子
）�

　
　
　
人
間
の
煩
悩
　（
佐
藤
　
愛
子
）�

　
　
　
作
家
刑
事
毒
島（
中
山
　
七
里
）�

　
　
　
慈
雨
　
　
　
　（
柚
木
　
裕
子
）�

　
　
　
騎
士
団
長
殺
し（
村
上
　
春
樹
）�

　
　
　
恩
讐
の
鎮
魂
曲（
中
山
　
七
里
）�

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
＆
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ

ｋ
＆
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
＆
Ｉ
ｎ

ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
超
入
門
　
　

　
　
　
　
　（
リ
ン
ク
ア
ッ
プ
）�

　
　
　
高
橋
章
子
作
品
集�

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
高
橋
　
章
子
）�

17
位
　
ひ
と
り
暮
ら
し
の
基
礎
料
理�

　
　
　
　
　
　
　
　（
阿
由
葉
　
利
江
）�

　
　
　
草
花
た
ち
の
静
か
な
誓
い�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
宮
本
　
輝
）�

　
　
　
忘
れ
ら
れ
た
巨
人�

　
　
　
　
　
　（
カ
ズ
オ
　
イ
シ
グ
ロ
）�

　
　
　
月
の
満
ち
欠
け（
佐
藤
　
正
午
）�

　
　
　
ナ
ミ
ヤ
雑
貨
店
の
奇
蹟�

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
東
野
　
圭
吾
）�

　
　
　
あ
し
た
の
君
へ（
柚
木
　
裕
子)�

　
　
　
陸
王
　
　
　
　（
池
井
戸
　
潤)�

　
　
　
青
光
の
街
　（
柴
田
　
よ
し
き)�

＊
今
後
の
読
書
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。�

◎
電
話
で
の
予
約
も
受
付
い
た
し
ま
す
。�

【
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の�

　
　
　
　
活
動
を
紹
介
し
ま
す
】�

か
み
こ
あ
に

か
み
こ
あ
に
�

総
合
型
ク
ラ
ブ

総
合
型
ク
ラ
ブ
�

ス
マ
イ
ル
活
動
予
定

ス
マ
イ
ル
活
動
予
定
�

か
み
こ
あ
に

か
み
こ
あ
に
�

総
合
型
ク
ラ
ブ

総
合
型
ク
ラ
ブ
�

ス
マ
イ
ル
活
動
予
定

ス
マ
イ
ル
活
動
予
定
�

か
み
こ
あ
に
�

総
合
型
ク
ラ
ブ
�

ス
マ
イ
ル
活
動
予
定
�

としょかんだよりとしょかんだより�としょかんだよりとしょかんだより�としょかんだより�

�����

●
卓
球
の
つ
ど
い�

毎
週
火
・
木
曜
日�

　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜�

毎
週
木
曜
日�

　
　
　
午
後
７
時
30
分
〜�

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー�

�

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
つ
ど
い�

毎
週
金
曜
日
　
午
後
７
時
30
分
〜�

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー�

�

●
ユ
ニ
カ
ー
ル
の
つ
ど
い�

毎
週
木
曜
日
　
午
後
１
時
〜�

　
地
域
セ
ン
タ
ー
体
育
館�

������

●
太
鼓
の
つ
ど
い�

２
月
21
日（
水
）・
３
月
７
日（
水
）�

　
　
　
午
後
７
時
30
分
〜�

　
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー�

��

●
教
育
長
杯
卓
球
大
会�

　
３
月
６
日（
火
）�

　
午
前
９
時
〜�

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー�

����������

　
卓
球
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ユ
ニ
カ

ー
ル
・
太
鼓
の
つ
ど
い
は
公
民
館
社

会
体
育
委
託
活
動
が
含
ま
れ
ま
す
。�

　
参
加
希
望
者
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。�

�

●
問
い
合
わ
せ
先�

　
か
み
こ
あ
に
総
合
型
ク
ラ
ブ
事
務
局�

　
　
　
　
　
　
　
1（
77
）２
０
４
４�

【
今
年
度
の
貸
出
ラ
ン
キ
ン
グ�

　
中
間
発
表
し
ま
す
】（
１
月
ま
で)

��

　
毎
月
保
育
園
で
行
っ
て
い
る
読
み
聞

か
せ
の
様
子
で
す
。�

　
こ
の
日
は
た
ん
ぽ
ぽ
組
で
行
い
ま
し

た
。�

　
み
な
さ
ん
と
て
も
元
気
で
、
動
物
に

つ
い
て
も
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
知
っ
て

い
ま
し
た
。�

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
小
林
　
隆
さ
ん
で

し
た
。�

�

7

交
流
大
会
の
お
知
ら
せ�

＊
２
月
11
日（
日
）建
国
記
念
の
日�

　
祝
日
の
た
め
休
館
し
ま
す
。�

◎
２
月
12
日（
月
）振
替
休
日
は
、�

　
通
常
ど
お
り
開
館
い
た
し
ま
す
。�

�

休
館
日
の
お
し
ら
せ�

たんぽぽ組�

小林隆さん�



8

1（
77
）３
０
０
８�

こ
あ
に
電
話（
66
）３
０
０
８�

（
66
）３
０
０
９�

���

　
肺
炎
の
中
で
も
最
も
原
因
に
な
り
や
す

い｢

肺
炎
球
菌｣

に
よ
る
感
染
症
を
予
防
す

る
た
め
、
対
象
と
な
る
年
度
に
お
い
て
の

み
、
予
防
接
種
の
公
費
助
成
が
受
け
ら
れ

ま
す
。�

◆
対
象
者
　
左
記
表
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。�

����������������
◆
接
種
会
場
　
県
内
ほ
と
ん
ど
の
医
療
機

関
で
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

◆
助
成
額
　
１
回
に
つ
き
、
３
０
０
０
円

の
助
成
。
接
種
費
用
は
医
療
機
関
に
よ

り
異
な
り
、
接
種
費
用
か
ら
助
成
額
を

引
い
た
分
を
医
療
機
関
で
支
払
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。�

���

　
県
で
は
、
が
ん
治
療
に
伴
い
医
療
用
補

正
具
（
ウ
ィ
ッ
グ
（
か
つ
ら
）
又
は
乳
房

補
正
具
）
を
使
用
す
る
方
に
対
し
、
が
ん

治
療
と
就
労
や
社
会
参
画
の
両
立
、
購
入

に
伴
う
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

左
記
の
と
お
り
、
購
入
費
用
の
一
部
を
助

成
し
て
い
ま
す
。�

�

◆
対
象
者�

　
平
成
29
年
４
月
１
日
以
降
に
が
ん
医
療

に
伴
い
、
医
療
用
補
正
具
を
購
入
し
た

方�

�

◆
対
象
経
費�

　
ウ
ィ
ッ
グ
（
か
つ
ら
）
及
び
乳
房
補
正

具
の
購
入
費
用�

�

◆
助
成
限
度
額�

　
ウ
ィ
ッ
グ
（
か
つ
ら
）
　
１
万
５
千
円�

　
乳
房
補
正
具
　
　
　
　
　
１
万
円�

�

◆
申
請
期
限�

　
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で�

�

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
先�

　
北
秋
田
保
健
所�

　
　
　
　
　
（
鷹
巣
阿
仁
福
祉
環
境
部
）�

　
　
　
北
秋
田
市
鷹
巣
東
中
岱
76
番
地
１�

　
　
　
　
1
０
１
８
６（
６
２
）１
１
６
６�

�

���

　
左
記
の
日
程
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
現
在
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
従
事
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
の
あ
る
方
、
研
修
会

内
容
に
ご
興
味
の
あ
る
方
の
参
加
も
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。�

�
◆
日
時�

　
平
成
30
年
３
月
５
日（
月
）�

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時�

◆
会
場�

　
上
小
阿
仁
村
保
健
セ
ン
タ
ー�

◆
内
容�

　
①
講
演
（
60
分
）�

　
　
聴
く
力
の
大
切
さ�

　
　
　
〜
こ
こ
ろ
元
気
に
生
き
る
〜�

　
　
秋
田
・
こ
こ
ろ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
久
男
　
氏�

　
②
コ
ー
ラ
ス
＆
語
り
（
30
分
）�

　
　
コ
ー
ル
つ
く
し
ん
ぼ
＆
小
坂
和
子
氏�

　
③
昼
食
交
流
会
（
60
分
）�

◆
申
し
込
み�

　
平
成
30
年
２
月
26
日（
月
）ま
で
に
、

健
康
推
進
班
ま
た
は
社
会
福
祉
協
議
会

（
1（
77
）３
０
５
７
・
こ
あ
に
電
話
1

（
66
）
３
０
５
８
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。�

「
高
齢
者
肺
炎
球
菌
感
染
症
」予
防
接�

種
を
受
け
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会�

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど
い
）の
ご
案
内�

�

平成29年度の費用助成の対象者�

※接種期間は、平成30年3月31日までです。�

※過去に接種したことがある方は対象外です。�

65歳の方�

70歳の方�

75歳の方�

80歳の方�

85歳の方�

90歳の方�

95歳の方�

100歳の方�

昭和27年4月2日生～昭和28年4月1日生の方�

昭和22年4月2日生～昭和23年4月1日生の方�

昭和17年4月2日生～昭和18年4月1日生の方�

昭和12年4月2日生～昭和13年4月1日生の方�

昭和７年4月2日生～昭和８年4月1日生の方�

昭和２年4月2日生～昭和３年4月1日生の方�

大正11年4月2日生～大正12年4月1日生の方�

大正６年4月2日生～大正７年4月1日生の方�

�
「
秋
田
県
が
ん
患
者
医
療
用
補�

正
具
助
成
事
業
」の
お
知
ら
せ�

���

　
気
軽
に
集
ま
っ
て
、
お
い
し
い
コ
ー
ヒ

ー
や
紅
茶
等
を
味
わ
い
な
が
ら
、
ほ
っ
と

す
る
時
間
を
一
緒
に
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？�

　
子
育
て
や
健
康
、
病
気
や
障
害
、
介
護

や
認
知
症
に
関
す
る
相
談
等
に
も
応
じ
ま

す
。
ぜ
ひ
、
お
誘
い
あ
っ
て
、
こ
あ
に
カ

フ
ェ
に
「
ぶ
ら
り
」
と
お
寄
り
く
だ
さ
い
。�

�����

◆
日
時�

　
平
成
30
年
３
月
13
日（
火
）�

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時�

　
※
時
間
内
の
出
入
り
は
自
由�

�

◆
会
場�

　
上
小
阿
仁
村
保
健
セ
ン
タ
ー�

�

◆
対
象
　�

　
ど
な
た
で
も
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

こ
あ
に
カ
フ
ェ�

　
〜
新
し
い
形
で
始
ま
り
ま
す
〜�

�



29年（人数）�

がん(13) �

心疾患(12) �

肺炎(12) �

老衰(7) �

その他(16) 

9

　日本生活習慣病予防協会では、生活習慣病に対する国民の意識向上と、健康寿命の伸長を目

指すべく、毎年２月を「全国生活習慣病予防月間」と定めています。�

　食べすぎ、暴飲暴食を長年続けていると、肥満や生活習慣病を引き起こすリスクが高まります。

少食の意識をもち、バランスのよい食生活を楽しみましょう。�

一無、二少、三多で生活習慣病を予防！�

２月は、「全国生活習慣病予防月間」�

　平成29年（１月～12月）の出生と死亡についてまとめましたので、お知らせいたします。�

　出生と死亡は、村の健康づくりの大切な資料となります。�

①出生数�

男の子�

女の子�

全　体�

人　数�

４人�

３人�

７人�

③主な死因�

②男女別の死亡者数と死亡時の平均年齢�

男　性�

女　性�

全　体�

死亡者数�

34人�

26人�

60人�

平均年齢�

80.8歳�

88.1歳�

84.0歳�

2 0 1 8年スローガン　「健康と　長寿の秘訣　腹八分」�

一無・二少・三多とは？�

一無（いちむ）�
⇒無煙・禁煙の勧めです。�
　「喫煙は万病の元」�

二少（にしょう）�
⇒少食・少酒の勧めです。 �
　「食事は腹七～八分目」�
　「お酒はほどほどに」�

三多（さんた）�
⇒多動・多休・多接の勧めです。 �
　「身体を活発に動かす」 �

　「休養をしっかりとる」�
　「多くの人、事、物に接する」�

健康的な生活を心がけ、�
生活習慣病を予防しましょう！�
健康的な生活を心がけ、�

生活習慣病を予防しましょう！�

１�

２�

３�

４�

５�

25年（人数）�

がん（14）�

肺炎（11）�

心疾患（8）�

老衰（7）�

その他（17）�

26年（人数）�

がん（12）�

肺炎（12）�

心疾患（9）�

老衰（6）�

その他（10）�

27年（人数）�

肺炎（13）�

がん（9）�

心疾患（5）�

脳血管疾患（5）�

その他（19）�

28年（人数）�

がん（15）�

肺炎（14）�

心疾患（6）�

老衰（５）�

その他（14）�

29年の�
がん死亡内訳�

男性７人、女性６人�

・肺がん�

・大腸がん�

・胆管がん、�

　胆のうがん�

　　　　など�
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36

〜
佐
藤
編
〜
�

　
１
月
は
前
半
、
例
年
と
比
較
す
れ
ば

雪
も
少
な
く
穏
や
か
だ
っ
た
か
な
と
感

じ
る
ぐ
ら
い
で
し
た
が
、
後
半
は
連
続

の
真
冬
日
。
豪
雪
地
帯
や
関
東
な
ど
の

大
雪
の
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
は
な
く
と

も
、
除
雪
は
大
変
な
も
の
で
す
。
運
転

も
慎
重
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か

ら
、
疲
れ
も
増
し
ま
す
よ
ね
。
立
春
も

過
ぎ
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
穏
や
か
に
な

っ
て
く
れ
る
と
い
い
の
で
す
が
、
今
月

中
は
雪
と
は
仲
良
く
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
ね
。�

　
皆
さ
ん
ご
存
知
の
通
り
、
私
は
「
八

木
沢
集
落
支
援
」
を
中
心
に
中
茂
、
不

動
羅
を
巡
回
し
、
今
は
除
雪
が
主
な
仕

事
に
な
っ
て
い
ま
す
。
村
の
協
力
隊
と

し
て
幅
広
く
活
動
し
よ
う
と
今
年
度
は

望
み
ま
し
た
が
、
不
備
だ
っ
た
た
め
、

思
う
よ
う
に
動
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
上

小
阿
仁
村
の
協
力
隊
と
し
て
な
の
か
、

村
の
嘱
託
職
員
と
し
て
な
の
か
、
八
木

沢
集
落
住
民
と
し
て
な
の
か
、
自
分
の

存
在
を
考
え
る
と
色
々
思
う
部
分
が
あ

り
ま
す
。
何
事
も
で
す
が
、
職
場
も
居

住
も
一
緒
と
い
う
の
も
、
気
楽
で
も
あ

り
、
孤
独
で
も
あ
り
ま
す
。
独
身
な
の

で
し
か
た
が
な
い
の
で
す
が
。�

　
週
末
、
風
呂
と
洗
濯
の
お
湯
と
水
が

真
冬
日
続
き
の
た
め
、
今
ま
で
に
な
い

よ
う
な
凍
結
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ス
ト
ー
ブ
を
置
き
、
お
湯
を
掛
け
、
除

雪
作
業
し
な
が
ら
、
復
旧
す
る
の
を
待

ち
つ
つ
、
外
出
予
定
も
有
っ
た
の
で
す

が
、
屋
根
に
積
も
っ
た
分
厚
い
雪
も
気

に
な
り
取
り
や
め
、
引
き
籠
っ
て
お
り

ま
し
た
。
結
局
、
復
旧
せ
ず
、
睡
眠
不

足
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
水
道
管

が
通
っ
て
い
る
別
の
場
所
に
月
曜
早
朝

に
ス
ト
ー
ブ
を
移
動
し
た
ら
、
す
ぐ
に

風
呂
、
洗
濯
機
の
お
湯
と
風
呂
の
水
が

復
旧
し
、
も
の
す
ご
く
ホ
ッ
と
し
ま
し

た
。
こ
の
出
来
事
で
大
き
な
「
不
安
」

が
あ
る
自
分
と
い
う
も
の
に
出
逢
い
ま

し
た
。
「
ス
ト
ー
ブ
の
置
き
場
所
」
を

変
え
る
こ
と
で
解
決
、
ど
の
よ
う
な
状

況
で
も
同
じ
か
と
思
い
ま
す
。
日
々
そ

れ
を
見
つ
け
て
い
く
こ
と
が
生
き
る
こ

と
な
の
で
し
ょ
う
ね
。
で
は
ま
た
、
お

会
い
し
ま
し
ょ
う
。�

���

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
口
座
振

替
が
ご
利
用
で
き
ま
す
。
金
融
機
関
等
へ

保
険
料
を
納
め
に
行
く
手
間
と
時
間
が
省

け
ま
す
。
ま
た
自
動
引
き
落
と
し
に
な
り

ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ
の
心
配
が
あ
り
ま

せ
ん
。�

　
口
座
振
替
は
、
現
金
納
付
よ
り
も
割
引

額
が
大
き
い
６
ヵ
月
前
納
・
１
年
前
納
・

２
年
前
納
や
月
々
50
円
割
引
と
な
る
早
割

制
度
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
納
付
書
ま

た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、
金
融
機
関
届
出

印
を
持
参
の
う
え
、
ご
希
望
の
金
融
機
関

ま
た
は
最
寄
り
の
年
金
事
務
所
へ
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。�

����

　
口
座
振
替
で
の
平
成
30
年
度
分
２
年
前

納
、
１
年
前
納
、
６
ヵ
月
前
納
（
４
月
〜

９
月
分
）
の
締
め
切
り
は
平
成
30
年
２
月

28
日
、
６
ヵ
月
前
納
（
10
月
〜
翌
年
３
月

分
）
は
８
月
末
日
で
す
。�

　
な
お
、
早
割
は
随
時
受
付
し
て
い
ま
す
。�

�

※
す
で
に
口
座
振
替
で
前
納
さ
れ
て
い
る

方
は
再
度
お
申
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
１
年
前
納
か
ら
２
年

前
納
へ
の
変
更
な
ど
、
振
替
方
法
を
変

更
さ
れ
る
場
合
は
再
度
お
申
込
み
が
必

要
で
す
。�

※
保
険
料
は
一
部
免
除
さ
れ
た
方
は
口
座

振
替
の
前
納
制
度
は
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
せ
ん
。
ま
た
、
口
座
振
替
日
に
残
高

不
足
と
な
っ
た
場
合
は
割
引
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。�

����

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
か
ら
継
続
的
に
お

支
払
い
た
だ
く
方
法
で
６
ヵ
月
前
納
・
１

年
前
納
・
２
年
前
納
が
可
能
で
す
。
前
納

額
は
現
金
払
い
の
前
納
額
と
同
額
で
す
。

有
効
期
限
を
迎
え
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

の
場
合
、
更
新
時
に
改
め
て
手
続
き
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
・
利
用
限
度
額

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
を
ご
希

望
の
方
は
納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
持
参
の
う
え
、
最
寄

り
の
年
金
事
務
所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。�

�

　
平
成
30
年
度
の
保
険
料
額
は
平
成
30
年

２
月
下
旬
に
告
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。�

�

●
お
問
い
合
わ
せ�

　
鷹
巣
年
金
事
務
所
　
1（
62
）１
４
９
０�

　
住
民
福
祉
課
住
民
福
祉
班�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1（
77
）２
２
２
２�




